
旭医大達第７５号 
令和６年６月１９日 

旭川医科大学職員給与規程の一部を改正する規程を次のように定める。 
 
旭川医科大学長  西 川 祐 司 
 

旭川医科大学職員給与規程の一部を改正する規程 
 
旭川医科大学職員給与規程（平成16年旭医大達第153号）の一部について，下表右欄（「現行」欄）を，同表左欄（「改正後」欄）のように改

正する。 
※下線部分は改正箇所を示す。 

改正後 現行 

（略） （略） 
（給与の種類） （給与の種類） 

第3条 職員の給与は，基本給及び諸手当とする。 第3条 職員の給与は，基本給及び諸手当とする。 
2 諸手当は，基本給の調整額，管理職手当，学長補佐等手当，初任

給調整手当，扶養手当，調整手当，住居手当，通勤手当，単身赴

任手当，広域異動手当，高所作業手当，死体処理手当，放射線取

扱手当，高気圧治療室内作業手当，夜間看護等手当，極地観測手

当，超過勤務手当，休日手当，夜勤手当，宿日直手当，術後管理

手当，待機手当，医師特別勤務手当，特別看護業務手当，ドクタ

ーヘリ搭乗手当，分娩手当，時間外手術等手当，分娩待機手当，

保健管理センター業務手当，学位論文審査手当，新型感染症患者

対応業務手当，寒冷地手当，期末手当，勤勉手当及び診療従事等

教員特別手当とする。 

2 諸手当は，基本給の調整額，管理職手当，学長補佐等手当，初任

給調整手当，扶養手当，調整手当，住居手当，通勤手当，単身赴

任手当，広域異動手当，高所作業手当，死体処理手当，放射線取

扱手当，高気圧治療室内作業手当，夜間看護等手当，極地観測手

当，超過勤務手当，休日手当，夜勤手当，宿日直手当，術後管理

手当，待機手当，救急勤務医等手当，特別看護業務手当，ドクタ

ーヘリ搭乗手当，分娩手当，時間外手術等手当，分娩待機手当，

保健管理センター業務手当，学位論文審査手当，新型感染症患者

対応業務手当，寒冷地手当，期末手当，勤勉手当及び診療従事等

教員特別手当とする。 
（給与の支給日等） （給与の支給日等） 

第4条 （略） 第4条 （略） 
2～3 （略）  2～3 （略）  
4 高所作業手当，死体処理手当，放射線取扱手当，高気圧治療室内

作業手当，夜間看護等手当，極地観測手当，超過勤務手当，休日

4 高所作業手当，死体処理手当，放射線取扱手当，高気圧治療室内

作業手当，夜間看護等手当，極地観測手当，超過勤務手当，休日



手当，夜勤手当，宿日直手当，術後管理手当，待機手当，医師特

別勤務手当，ドクターヘリ搭乗手当，分娩手当，時間外手術手

当，分娩待機手当，保健管理センター業務手当，学位論文審査手

当及び新型感染症患者対応業務手当は，当該手当の支給要件が生

じた月の翌月の基本給の支給日に支給する。 

手当，夜勤手当，宿日直手当，術後管理手当，待機手当，救急勤

務医等手当，ドクターヘリ搭乗手当，分娩手当，時間外手術手

当，分娩待機手当，保健管理センター業務手当，学位論文審査手

当及び新型感染症患者対応業務手当は，当該手当の支給要件が生

じた月の翌月の基本給の支給日に支給する。 
5~7 （略） 5~7 （略） 
（宿日直手当） （宿日直手当） 

第34条 労働時間等規程第10条の規定に基づき，宿直又は日直勤務

を命ぜられた職員には，その勤務1回につき，6,100円（医師又は

歯科医師の宿日直勤務にあっては20,000円）を宿日直手当として

支給する。 

第34条 労働時間等規程第10条の規定に基づき，宿直又は日直勤務

を命ぜられた職員には，その勤務1回につき，6,100円（医師又は

歯科医師の宿日直勤務にあっては16,000円）を宿日直手当として

支給する。 
2 前項の勤務は，第31条から第33条までの勤務には含まれないもの

とする。 
2 前項の勤務は，第31条から第33条までの勤務には含まれないもの

とする。 
（略） （略） 

（待機手当） （待機手当） 
第34条の3 待機手当は，診療科（臓器別診療科が置かれている診療

科においては臓器別診療科）において，医師及び歯科医師が当番

制により入院患者の病状急変等に備えるため，また，医療職基本

給表及び看護職基本給表の適用を受ける職員が別に定める業務の

ため，所定の勤務時間以外の時間に，自宅において待機を命ぜら

れた場合に支給する。 

第34条の3 待機手当は，宿日直体制及び交代制勤務に代わり，診療

科（領域が置かれている診療科においては領域）において，医師

及び歯科医師が当番制により入院患者の病状急変等に備えるた

め，また，医療職基本給表及び看護職基本給表の適用を受ける職

員が別に定める業務のため，所定の勤務時間以外の時間に，自宅

において待機を命ぜられた場合に支給する。 
2 前項の手当額は，次に掲げる待機1回につき3,000円とする。 2 前項の手当額は，待機1回につき次の各号に定める額とする。 

(1) 宿直時間帯 17時15分から翌日の8時30分まで (1) 医師 5,000円 
(2) 日直時間帯 8時30分から17時15分まで (2) 医療職基本給表及び看護職基本給表の適用を受ける職員 3,0

00円 
3 第1項の待機時間は，第31条から第33条までの勤務には含まれな

いものとする。 
3 第1項の待機時間は，第31条から第33条までの勤務には含まれな

いものとする。 
（医師特別勤務手当） （救急勤務医等手当） 

第34条の4 医師特別勤務手当は，本学の医師及び歯科医師が，所定 第34条の4 救急勤務医等手当は，次に掲げる場合に支給する。 



労働時間が深夜の全部を含む診療業務に従事した場合に支給す

る。 
（削除） (1) 本学の医師が，所定の勤務時間による勤務の一部又は全部が

深夜において行われる救命救急センターの診療に従事したと

き。 
（削除） (2) 救命救急センター担当を命ぜられた医師（救命救急センター

以外の宿直若しくは日直勤務を命ぜられている者を除く。）が

所定の勤務時間以外の時間において行われる救命救急センター

の診療に従事したとき。 
（削除） (3) 小児科学講座，小児科又は周産母子センター所属の医師が，

所定の勤務時間による勤務の一部又は全部が深夜において行わ

れる新生児特定集中治療室の診療に従事したとき。 
（削除） (4) ハイケアユニット（以下「HCU」という。）での勤務を命ぜ

られた医師が，所定の勤務時間による勤務の一部又は全部が深

夜において行われるHCUの診療に従事したとき。 
（削除） (5) 麻酔科蘇生科での勤務を命ぜられた医師が，所定の勤務時間

が深夜の全てを含む麻酔科蘇生科の診療業務に従事したとき。 
2 前項の手当額は，勤務を命ぜられ診療に従事した場合1回につき2

0,000円とする。 
2 前項の手当額は，勤務又は担当を命ぜられ診療に従事した場合1

回につき20,000円とする。 
（略） （略） 

附 則  
この規程は，令和6年7月1日から施行し，改正後の第34条第1項の

規定は，令和6年4月1日から適用する。 
 

（略） （略） 
【改正理由】  

病院の宿日直体制変更に伴い，所要の改正を行うものである。  
 


